





― 歴史の授業研究を通して ― 
中 等 教 育 研 究 部 





























1．授業デザインの基本的構想          
2．6月実践から 
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教 師 の 活 動 時間
生徒の活動 
（指導上の留意事項） 










































































































































































ギリス人の、お～、乗組員乗員が 25 名、それからインド人 1 名ということになります。え
～、さっきみた乗っていた人から助けられた人を除けば死んだ人ということになりますが、
日本人が23名、え～、イギリス人が13名お～、ゆうことになりますね。 
   （省略） 


































YM 「幕府のことがよくわかったし、このころの日本の状態もわかった。いろんな意見を聞く事   
が出来たのでよかった。」 
SI 「色々な意見を聞けてよかったです。1 つの事柄にここまで深く考えることはあまりないの   
でよかったと思います。ただ事件の名前を覚えるだけでなく色々な面から物事を見れてよか
ったです。」 
NB 「戦争と政策についてよく理解出来たんじゃないかと思います。1 人 1 人が考えて意見を話   
し合う場面が増えたのでちょっと大変でした。また話し合うことで新たな疑問が生まれ、と
ても興味を持てる授業でした。」 





































































教 師 の 活 動 時間
生徒の活動 
（指導上の留意事項） 














































































































































































T13   ちゃんと今読んでもらった所に書いたる訳でもう一度よ～く見ながら探してみてちょうだ
い。 
RO14 府県会が開かれ政治に対する意識が高まった。 






























の流れや出来事を勉強し、その背景や考えなどを自分達で考えて学んだ。」   
NB 「国会の開設について班で話し合う事によって、自分とは違う意見を発見したりして深 
    く考えることが出来た。自由民権運動などの国会を作る為にどんな出来事が生じどんな 
    人達が奮闘してきたか、よく話し合ったおかげでよく理解する事が出来たと思います。」 
KH  「昔の人達は積極的で尊敬できると思いました。今の政府に関わっている方々は見習っ 
    てほしいと思いました。」 
YY  「日本の国会が開かれた経緯を知ることによって今現在の国会の必要性を学ぶ事が出来、 












































































































































































































































   れてとても哀れに思った。」 
AE 「人間って欲しいものの為なら何だってするんだなと思った。」 
TY 「国々によっていろいろな思いが有るんだと思った。日本と清だけの問題ではなくヨーロ 























































しかし、毎回教室に生徒の興味を引くような、特別な教材や教具を持ち込むのは難しいと考える。      
 生徒は各自で考えた事をグループにおける話し合いの場に出し自分の考えをまとめていく。ほと
んどの生徒が、毎時間配布したプリントに調べた事や、各自の考えを記入している。6 つの班に分
けた事で、班内での学習課題への取り組みは、ある程度良好になったと思われる。しかしながら、
主体性を持って参加出来たのは、グループにおける話し合いまでであった。 
従って、これからも生徒が主体的に参加する授業を目指す上でやらなければならない事は、クラ
ス全体での話し合いである。誰のどのような考えを発表させると生徒達の考えが対立化したり、活
発化するかを把握しながら話し合いをさせ、生徒達が自らの力でその時間の最終的な結論を導き出
して行けるような授業を目指したいと思う。 
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